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校長朝礼講話

「○○の秋」

おはようございます。

皆さんも感じたと思いますが、木々の蝉の声から草むらから聞こえるコオロ

ギなどの虫の声に変わってきました。昔から「暑さ寒さも彼岸まで」と言われ

ていますが、この数日間で夏の暑さから解放され、秋の過ごしやすい季節とな

りました。お彼岸には、祖先のお墓参りをするという日本の古くからの風習が

ありますが、皆さんの中にもこの連休を利用して家族でお墓参りに行った人も

いると思います。

さて、今日はこの「秋」という話をします。皆さんは「秋」とえばどんな秋

を想像しますか？「スポーツの秋」「芸術の秋」「読書の秋」「実りの秋」「食

欲の秋」など様々ですが、いずれにしても自然も人間も成熟するとてもよい季

節です。一人ひとりがどんな秋にしようか、ひとつの目標を持って頑張ってみ

ましょう。

あと一ヶ月後の１０月２９日には文化祭があります。その中でも舞台発表の

「合唱」と「劇」は、毎年、見学に来られた保護者や地域の方々から感動の大

きな拍手をいただいています。すでに夏休み前から練習が始まっているところ

もあるようですが、いよいよこれから本格的に練習が始まります。朝や放課後

に美しい歌声や台詞の声が、教室や廊下から学校中に響き渡る。私は、毎年の

ことながらこの時期の学校の雰囲気が大好きです。

すばらしい「合唱」や「劇」を創り上げるためには、まずは、自分のパート

の音や台詞をしっかりと覚えることなど、一人ひとりが責任を持って自分の役

目を果たすことによって、全体への貢献と個人の充実感を高めることができま

す。また、全員が良いものを創り上げようとひとつの目標に向かって突き進む

ときには、楽しいことも辛いこともあります。しかし、そんな中で、必死にな

って一緒になって取り組んだ友だちとの絆は、皆さんにとってすばらしい宝物

になることでしょう。先生方も一緒になって指導し、協力してくれると思いま

す。

また、墨田区中学校の連合行事として１０月４日には、連合陸上大会があり

ます。各競技に出場する選手は夏休み前から長期間に渡り、練習に取り組んで

きました。本番では、各自の自己ベストを出せるように、入賞目指して頑張っ

てください。

この秋、ますます「向中の勢い」を発揮してほしいと思います。期待してい

ます。


